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１．はじめに  

耐候性鋼材は，鋼表面に緻密なさび層が形成され

ることで，さびの進展を抑制できる．この耐候性鋼材

を無塗装で使用した場合，塗装費用を削減すること

が可能である． 

この耐候性鋼材の適用判定方法については，曝露

試験による方法が提案されている．１年間の鋼材曝

露試験については，腐食減耗量が 30m を超えない

環境が適用の目安になっている．しかし，気候の年変

動の影響もあり，曝露した 1 年間の腐食量で長期の

予測を行う場合には，注意が必要である． 

そこで，本研究では，実橋を対象に橋梁桁内各部位

のワッペン式曝露試験片による腐食減耗量と飛来塩

分量，橋梁架設地点の風向風速計測を行って，曝露年

による変動の補正方法を検討する． 

２．調査概要 

本研究では，新潟市内の苗引橋を調査対象とする．

苗引橋の構造形式は 2 主 I 桁橋であり，離岸距離は

8km に位置する．本橋梁は無塗装耐候性鋼橋梁であ

る．図-1に対象橋梁の位置を示す． 

 

図-1 対象橋梁位置図 

３．調査方法  

本研究では，2011 年 12 月より観測橋梁の飛来塩

分，腐食減耗量と風向風速計測を 1 年間実施した． 

① 飛来塩分量計測：ドライガーゼ法によって，橋梁

桁内の飛来塩分計測を行った． 

② 腐食減耗量調査：橋梁桁内の鋼表面にワッペン式曝

露試験片を設置し，曝露前後の重量差より，腐食減

耗量を算出する． 

③ 風向風速計測：風向風速は飛来塩分に関係する因子

として知られている．本研究では，橋梁中央の高欄

上に風向風速計を設置して計測を行った． 

４．調査結果 

（1）飛来塩分量と風速の関係 

既往の研究より，塩分を含んだ風の卓越風向が存

在する場合，飛来塩分𝐶は風速𝑉の関数として，以下

の式で表されることが明らかになっている． 

𝐶 = 𝑘𝑉𝑝                                (1) 

なお，𝑝の値は 2 から 4 程度の値をとることが報告

されている．図-2 に既往の研究 1)による苗引橋の風

速と飛来塩分の関係を示す．これより，年平均風速が

与えられると，断面周辺の飛来塩分量が得られる． 

 

図-2 既往の研究 1)による風速と飛来塩分の関係 

（2）飛来塩分量と腐食減耗量の関係 

既往の研究 1)より，1 年腐食減耗量𝐴は飛来塩分𝐶

から，以下の式で表されることが明らかとなってい

る． 

𝐴 = 𝛼𝐶𝛽               (2) 

図-3に各部位の 1 年曝露試験による腐食耗量と年

平均飛来塩分の関係を示す．図には 2011 年 12 月か 
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ら 1年間曝露した結果と既往の研究 1)の 2006年 10

月からの 1年腐食減耗量の結果を併記している．こ

れより，2011年からの 1年間の腐食減耗量の方が

2006年から 1年からの腐食減耗量よりも若干大きく

なっていることが分かる． 

 

図-3 飛来塩分と腐食減耗量の関係 

５．年変動補正の検討 

（1）年平均風速による 1年腐食減耗量 

 式(1)と(2)より，1年腐食減耗量𝐴は以下のような

式によって示される． 

A = γ𝑉𝛿,     γ = α𝑘𝛽,    δ = pβ         (3) 

すなわち，腐食減耗量は風速の𝛿乗に比例すること

を表している．図-2と図-3の結果を上式に代入する

と，𝛿は次のようになる． 

  𝛿2011 = 1.23,        𝛿2006 = 1.42              (4) 

（2）アメダスデータを用いた補正の検討 

 耐候性鋼材の曝露試験は，観測年における気象の

変動に大きく左右されるため，適切な腐食量予測を

行うためには，年次変動の補正が必要である．  

図-4 に苗引橋と新潟アメダス観測所で観測された

月平均風速を示す．苗引橋と新潟アメダス観測所の

風速には相関がみられる．このことから，新潟アメダ

ス気象台で観測された風速データにより，年変動を

補正する方法を検討する． 

図-5 に新潟アメダスの過去の年平均風速の推移を

示す．このように観測年によって，年平均風速には変

化が見られる．1975 年に風速計の位置を変更したた

め，前後で不連続が見られるが，全体には年とともに

平均風速は減少傾向にある．本研究では，この減少傾

向は考慮せず，曝露試験を行った年の平均風速𝑉と，

過去数十年間の平均風速の平均値𝑉𝜇，標準偏差の 2倍

を加えた𝑉𝜇+2𝜎から，次のような腐食量に対する補正

係数を導入する． 

𝑘𝜇 = (
𝑉𝜇

𝑉
)

𝛿
,    𝑘𝜇+2𝜎 = (

𝑉𝜇+2𝜎

𝑉
)

𝛿
         (5) 

図-4 のように，橋梁位置での平均風速と最寄りの

アメダス観測所の平均風速には相関がみられること

から，上式の平均風速にアメダス観測所の平均風速

を代入すると，腐食減耗量の補正係数は， 

𝑘𝜇,2011 = 1.04,     𝑘𝜇,2006 = 1.13 

𝑘𝜇+2𝜎,2011 = 1.16,    𝑘𝜇+2𝜎,2006 = 1.29 

図-3 中の腐食減耗量と飛来塩分の関係式に，上式

の補正を行うと，次式のようになる． 

𝐴𝜇,2011 = 66𝐶0.46,     𝐴𝜇,2006 = 60𝐶0.53 

𝐴𝜇+2𝜎,2011 = 73𝐶0.46,  𝐴𝜇+2𝜎,2006 = 68𝐶0.53 

2006年と 2011年は，過去の平均風速より年平均風

速が小さいために，風速による補正を行うことで，腐

食減耗量は大きく評価されている． 

 

図-4 苗引橋とアメダス観測所の風速データ 

 

図-5 新潟における年平均風速の推移 

６．まとめ 

 本研究は新潟県内の耐候性鋼橋梁を対象にして，

腐食減耗量，飛来塩分量，風速の調査結果を用いて，

風速の年変動に対する 1 年腐食減耗量の補正法を検

討した．  
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